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マッサージ

オステオパシー (手技整骨)整体は緩やかに   免疫物質と老廃物を運ぶ リンパの流れを

骨格・筋肉のパランスをとるソフ トな療法です  マッサージで改善するやさしい治療です
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亮濃度購麻オイル

●2クテフト
30臓 l¥3,1011(織 込}

100El¥7,8総 (理込}

◆営業時間 ∫〃 θf″ 鶴ヽ θ.・″

◆営業日 福島院 火・水・木・土曜日

福島駅から徒歩 8分、旧高湯街道沿い

福島民報社から西へ 300m

米沢院 日・月・金曜日
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院 長  松井 目 彦

静職生 まれ 明治大学工学部卒

副勝賓  松井 知美

晨島生影 自疎 養士
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